
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 【特集】 

P2～P6 村の復興計画を策定   P8～P9 十津川中学校が開校   
P10～P11 入園・入学おめでとう  
○十津川の森林づくり○お知らせ○カメラスケッチ○議会だより○国民年金
○国保だより○村を元気にするために○人の動き

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 
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■
短
期(

復
旧
段
階) 

〜
平
成
25
年
度
ま
で

　

主
に
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
仮
設
住
宅
の

解
消
、住
宅
や
基
盤
の
再
建
・
整
備
な
ど
を

目
指
す
期
間
と
し
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ

ん
が
、生
活
再
建
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る

目
標
時
期
を
平
成
25
年
度
末
と
し
て
、住

宅
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、生
活
基
盤
の
復
興
に

最
優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
中
期（
再
生
段
階
） 

〜
平
成
28
年
度
ま
で

　

復
旧
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
や
生
活
基
盤
を

基
に
、復
興
を
遂
げ
る
こ
と
を
目
指
す
期
間

と
し
ま
す
。

■
長
期（
新
生
段
階
） 

〜
平
成
32
年
度
ま
で

　

従
来
に
も
増
し
て
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ

れ
た
村
を
つ
く
り
上
げ
る
期
間
と
し
ま
す
。

３ 「
訪
れ
て
み
た
く
な
る
村
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
復
興
計
画
は
復
興
の
検
証
と

新
た
な
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に

柔
軟
に
対
応
し
て
、随
時
必
要
な
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

■
復
興
ま
で
の
道
筋

　

復
興
計
画
の
対
象
期
間
で
あ
る
10
年
間

(
平
成
23
年
〜
平
成
32
年)

を
、３
段
階

(

短
期
・
中
期
・
長
期)

に
区
分
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

時
期
別
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
Ｐ
４
・
５
参
照
）

　

ま
た
、早
期
の
生
活
再
建
や
安
心
・
安

全
な
く
ら
し
を
取
り
戻
し
つ
つ
、復
興
を

バ
ネ
に
、従
来
に
も
増
し
て
活
力
と
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
村
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な

施
策
と
、そ
れ
を
推
進
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

水
害
か
ら
の
復
興
に
は
・・・

　

”豊
か
な
自
然
、歴
史
や
伝
統
と
文
化
が

残
り
、環
境
に
配
慮
し
た『
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
れ
る
村 

十
津
川
』“を
目
指
し
、住
む

人
に
も
、ま
た
村
を
応
援
し
て
く
れ
る
全
国

の
み
な
さ
ま
か
ら
も
、確
か
な
復
興
を
成
し

遂
げ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、活
力
と
魅

力
に
あ
ふ
れ
た
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、

１ 「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
」

２ 「
環
境
に
こ
だ
わ
る
村
」

　

９
月
２
日
か
ら
９
月
４
日
の
台
風
12
号

に
よ
る
集
中
豪
雨
は
、村
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
未
曽
有
の
大
水
害
で
被
災
し
た
私

た
ち
が
一
日
も
早
く
笑
顔
と
活
力
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
復

興
す
る
か
を
明
確
に
し
、多
く
の
人
々
と

思
い
を
共
有
し
、と
も
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
村
の
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

復
興
計
画
は
、村
民
の
み
な
さ
ん
や
、さ

ま
ざ
ま
な
人
々
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、

復
興
に
向
け
て
歩
き
続
け
る
た
め
の
方
向

性
を
示
す「
旗
印
」で
、十
津
川
村
紀
伊
半

島
大
水
害
復
興
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
具
体
的
な
施
策
）に
基
づ
い
て
、具
体
的

な
取
り
組
み
や
時
期
を
示
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、歴
史
や
伝
統
と
文
化
が
残
り
、

環
境
に
配
慮
し
た

『
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
村 

十
津
川
』に

1.安全･安心な
生活の再建

2.誇りある
十津川村再生の

実現

3.災害をバネに
十津川村の
活力を高める

1.安全･安心な
生活の再建

・教育、医療、
福祉の充実

・安全な
集落の創造

・災害に強い
インフラの整備 ・安全な日常

生活の回復

・産業・雇用の
創出

・災害の
教訓を後世へ
伝承

2.誇りある
十津川村再生の

実現

3.災害をバネに
十津川村の
活力を高める

十
津
川
村
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

活力
があり、魅力にあふれた十津川村
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災
し
、元
の
水
源
地
が
不
安
定
で
あ
る
こ

と
、ま
た
玉
垣
内
の
水
源
地
も
、台
風
以

後
水
が
濁
っ
て
い
る
た
め
、村
と
し
て
今

後
の
水
源
地
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
検
討

し
ま
す
。

・
被
災
し
た
住
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

相
談
窓
口
を
住
民
課
に
設
置
し
て
、困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
移
転
に
対
す

る
意
向
を
確
認
し
、集
落
移
転
の
必
要
性

を
検
討
し
ま
す
。

・
新
し
い
集
落
づ
く
り
は
、安
心
・
安
全
や

利
便
性
を
基
に
、調
査
・
計
画
策
定
を
行

い
ま
す
。

・
安
心
拠
点
と
な
る
集
落
は
、村
内
外
の

人
々
を
受
け
入
れ
、雇
用
の
拡
大
や
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・
計
画
策
定
業
務
で
計
画
さ
れ
た
集
落
づ

く
り（
安
心
拠
点
）の
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
入
居
希
望
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、復

興
住
宅
を
平
成
25
年
10
月
末
ま
で
に
建

設
し
ま
す
。

・
被
災
者
の
住
宅
再
建
支
援
を
行
う
た

め
、設
計
や
補
助
制
度
な
ど
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。

【
産
業
・
雇
用
の
創
出
】

・
民
有
林
の
未
整
備
人
工
林
に
つ
い
て
は
、

境
界
の
明
確
化
と
同
時
に
切
捨
間
伐
を

行
い
、集
約
化
施
業
の
足
掛
か
り
と
し
、林

業
従
事
者
の
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

・
各
道
路
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
先

行
し
て
地
籍
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
村
内
に
で
き
た
２
箇
所
の
新
生
土
砂
ダ
ム

と
、五
條
市
大
塔
町
に
で
き
た
土
砂
ダ
ム
の

恒
久
対
策
に
つ
い
て
早
期
に
対
策
工
事
が

行
わ
れ
る
よ
う
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
明
治
の
土
砂
ダ
ム「
大
畑
瀞
」の
越
流
で
、

下
流
集
落
に
脅
威
が
残
る
た
め
、土
砂
ダ

ム
だ
け
で
な
く
崩
壊
し
た
水
路
も
含
め
て

整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
を
行
い

ま
す
。

・
台
風
12
号
で
崩
壊
、堆
積
し
た
河
川
内
の

土
砂
を
河
川
災
害
復
旧
事
業
で
撤
去
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

・
台
風
12
号
に
よ
る
災
害
前
と
同
程
度
の

治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
た
め
、堆
積
土

砂
除
去
の
必
要
な
箇
所
抽
出
や
処
分
地
の

確
保
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、

早
期
の
堆
積
土
砂
除
去
を
目
指
し
ま
す
。

・
集
落
が
地
滑
り
地
域
に
含
ま
れ
る
所
や

道
路
上
部
に
地
滑
り
の
兆
候
が
あ
る
所
、

ま
た
崩
壊
で
集
落
が
孤
立
し
て
い
る
所
な

ど
に
つ
い
て
、早
急
な
対
策
を
関
係
機
関
に

要
望
し
、対
策
に
向
け
て
協
力
を
行
い
ま

す
。

・
村
が
事
業
主
体
の
箇
所
は
、早
期
に
着
手

し
安
全
な
集
落
と
な
る
よ
う
に
事
業
進
捗

に
努
め
ま
す
。

【
安
全
な
集
落
の
創
造
】

・
重
里
と
永
井
の
水
源
地（
久
保
谷
）が
被

売
商
品
を
直
接
買
取
り
、併
せ
て
販
路
拡

大
を
図
る
た
め
物
産
展
な
ど
で
の
販
売
を

支
援
し
ま
す
。

・
産
業
・
雇
用
の
創
出
に
向
け
た
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、公
募
方
式
で
優

れ
た
モ
デ
ル
事
業(

商
工
産
業
・
観
光
産

業)

の
企
画
を
提
案
し
た
団
体
の
事
業
を

支
援
し
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
応
援
し

ま
す
。

・
多
様
な
情
報
を
発
信
し
、販
路
・
雇
用
の

拡
大
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

・
台
風
で
被
災
し
た
温
泉
設
備
の
本
復
旧

工
事
を
行
い
、安
定
し
た
湯
を
供
給
し
観

光
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
】

・
辻
堂
バ
イ
パ
ス
と
宇
宮
原
バ
イ
パ
ス
に
挟

ま
れ
た
約
2.6
㎞
の『
長
殿
道
路
』区
間
を
直

轄
権
限
代
行
区
間
と
し
て
事
業
化
、早
期

に
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
へ
の
要

望
活
動
と
事
業
進
捗
に
向
け
て
協
力
を
行

い
ま
す
。

・
一
般
国
道
１
６
８
号
の
う
ち
特
に
道
幅
が

狭
く
、線
形
不
良
の
区
間（
上
野
地
〜
川
津

間
）の
早
期
道
路
整
備
を
図
る
た
め
、要
望

活
動
及
び
事
業
進
捗
に
必
要
な
協
力
を
行

い
ま
す
。

・『
長
殿
道
路
』区
間
の
早
期
整
備
が
実
現

で
き
る
よ
う
に
事
前
に
地
籍
調
査
を
行
い
、

用
地
取
得
や
本
体
工
事
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
復
興
に
向
け
た
主
要
施
策

主
要
施
策
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
安
全
な
日
常
生
活
の
回
復
】

・
仮
復
旧
で
利
用
し
て
い
る
村
道
・
林
道
の

本
復
旧
工
事
を
早
急
に
行
い
ま
す
。

・
山
腹
の
崩
壊
で
河
川
へ
大
量
に
流
れ
込
ん

だ
堆
積
土
砂
の
撤
去
と
被
災
し
た
護
岸
施

設
の
復
旧
工
事
を
早
急
に
行
い
ま
す
。

・
水
源
地
が
被
災
し
十
分
な
給
水
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
簡
易
水
道
施
設
の
復
旧
や
、

水
源
地
が
崩
壊
し
供
給
出
来
な
く
な
っ
た

地
域
に
は
、近
隣
地
域
の
簡
易
水
道
を
拡
張

し
、給
水
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。

・
地
元
管
理
の
水
道
に
つ
い
て
は
、設
置
や

改
修
、修
繕
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
仮
設
住
宅
入
居
者
な
ど
の
被
災
世
帯
者

が
自
主
再
建
を
目
指
す
た
め
の
参
考
と
な

る
モ
デ
ル
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

・
モ
デ
ル
住
宅
を
参
考
に
、安
価
で
希
望
に

添
っ
た
住
宅
建
設
が
出
来
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
協
力
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・
保
健
師
や
看
護
師
が
、村
内
仮
設
住
宅
入

居
者
と
被
災
に
よ
る
借
家
入
居
者
を
訪
問

し
て
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
被
害
を
受
け
、

資
金
を
借
り
受
け
て
経
営
再
建
を
行
う
中

小
企
業
事
業
者
に
対
し
、借
り
受
け
に
必
要

な
資
金
の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

・
製
造
・
販
売
業
の
支
援
対
策
と
し
て
、販
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戸籍･住基データの保全

地域介護・高齢者交流の拠点づくり、福祉避難所等整備

高齢者サポート機能強化

福祉避難所対象者把握、災害対応力アップ

災害記録誌の作成

復興イベント 災害警戒碑の設置

地域防災計画の見直し

自主防災組織の強化など

防災訓練

水害慰霊祭

流木･倒木の有効利用を検討
がれき等災害廃棄物の処理

新生土砂ダム対策工事促進要望・大畑瀞整備促進要望

河川災害復旧、地すべり災害復旧(協力･要望)

熊野川流域堆積土砂対策

熊野川流域の堆砂排除基本方針確立、
串崎公共工事等残土埋立処分計画処理方針決定

(村道･河川)災害復旧

(林道)災害復旧

平谷地区簡易水道区域拡張

小原地区簡易水道区域拡張

共同飲料水供給施設整備

十津川温泉施設復旧

湯泉地温泉施設復旧

『長殿道路』整備促進要望

『十津川道路』整備促進要望

『川津道路』整備促進要望

地籍調査

国道県道の整備要望、村管理道路網の整備

簡易水道統合整備計画

残土処分場の検討

堆積土砂有効利用の検討

治山(高津･山天･三浦･内野･長殿･野尻･折立･五百瀬)
林地崩壊防止(桑畑果無･小原湯之平)

復旧･予防治山(山手柏谷･今西山坂谷･桑畑･猿飼)

市町村治山

全
　
体
　
の
　
歩
　
み

短期
（復旧段階）

中期
（再生段階）

十津川村復興計画アクションプラン　スケジュール
H23春
▼

H26春
▼

H29春
▼

H33春
▼

長期
（新生段階）

イ
　
ン
　
フ
　
ラ
　
整
　
備

流
木
堆
積
土
砂
な
ど
の
対
応 



5

・
早
急
な
復
旧
の
た
め
に
作
業
道
の
復
旧

に
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、災
害
に
強

く
、壊
れ
に
く
い
作
業
道
の
開
設
、改
良
事

業
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

・
村
有
林
を
活
用
し
て
、搬
出
間
伐
、災
害

に
強
い
作
業
路
の
開
設
な
ど
の
研
修
を
行

い
ま
す
。
森
林
整
備
を
進
め
、林
業
の
後

継
者
な
ど
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

・
伐
採
奨
励
金
事
業
・
林
業
機
械
リ
ー
ス

補
助
事
業
や
十
津
川
材
集
荷
事
業
な
ど

を
行
い
、十
津
川
材
が
山
か
ら
出
る
政
策

を
展
開
し
ま
す
。

・
山
村
生
活
や
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
な

ど
、交
流
者(

都
市
住
民)

を
受
け
入
れ
る

拠
点
整
備
の
支
援
を
行
な
い
、地
域
の
活

力
再
生
や
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
し
、

集
落
の
存
続
・
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

・
村
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
加
工
品

の
創
出
ノ
ウ
ハ
ウ
と
試
作
品
の
講
習
会
を

開
催
し
、特
産
品
作
り
と
人
材
育
成
を
行

い
ま
す
。

・
農
家
民
宿
開
業
講
習
会
や
有
害
鳥
獣
の

被
害
を
受
け
に
く
い
ハ
ー
ブ
・
榊
な
ど
を

活
用
し
た
講
習
会
を
開
催
し
休
耕
地
活

用
と
特
産
品
開
発
で
雇
用
の
創
出
を
目

指
し
ま
す
。

・
村
特
有
の
資
源（
温
泉
・
世
界
遺
産
な

ど
）を
活
用
し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開

発
と
販
路
開
拓
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、宿

泊
観
光
の
魅
力
付
け
を
行
い
、地
域
の
活

性
化
と
雇
用
の
創
出
に
繋
が
る
人
材
育

成
を
行
い
ま
す
。

復興住宅モデルハウス建設

復興住宅建設支援

仮設住宅入居者等健康相談

住宅相談

台風12号災害関連総合窓口設置

南部３小学校統合

防災教育推進、小学校(旧中学校)校舎改修

中間施設の検討

台風12号災害復旧対策支援特別利子補給

製造業支援

地域の産業活性化応援

ボランティアツアー(道普請)

情報発信

森林整備緊急雇用対策

作業道(開設･整備)・村有林・木材製品の研究・バイオマス利用の研究

施業放置林整備・伐採奨励・林業機械レンタルリース助成
十津川材(集荷･販売促進)・林業人材育成

森林整備地域活動支援

地域活性化拠点整備

加工品開発講習、農家民宿・農家担い手講習、着地型ツアープラン造成

マスコットキャラクター活用、観光大使制度

観光圏

農林業振興

安心拠点整備計画策定 安心拠点整備

串崎公共工事等残土埋立処分地  整備基本計画策定、土捨場整備、整備計画に沿って整備

保健・医療・福祉の連携システム構築、休日診療・医師確保、へき地診療所ネットワークシステム構築

住
宅
再
建
健
康
の
確
保
等

学
校

短期
（復旧段階）

中期
（再生段階）

H23春
▼

H26春
▼

H29春
▼

H33春
▼

長期
（新生段階）

産
業
な
ど
の
再
生
・
雇
用
創
出
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で
す
。
個
別
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
仮
設

住
宅
の
退
去
期
限
の
平
成
25
年
10
月
末

ま
で
に
は
、被
災
し
た
村
民
の
み
な
さ
ん

が
、今
後
の
生
活
の
見
通
し
が
立
つ
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

実
現
に
向
け
て
次
の
と
お
り
進
め
ま

す
。

　
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・
協
力

１
．
国
や
県
、区
、大
字
な
ど
と
情
報
を

共
有
し
、復
興
に
向
け
協
働
で
推
進
し
ま

す
。

２
．
村
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、き
め
細

か
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

３
．
県
内
を
は
じ
め
、全
国
の
専
門
家
な

ど
の
貴
重
な
意
見
や
提
言
・
ア
イ
デ
ア
を

具
体
的
な
取
組
に
活
用
し
ま
す
。

　
計
画
具
現
化
の
方
策

１
．
復
興
計
画
の
具
体
的
取
り
組
み
や

主
要
事
業
の
年
次
計
画
を
提
示
し
ま
す
。

２
．
復
旧
・
復
興
関
連
事
業
へ
重
点
的
予

算
配
分
を
行
い
ま
す
。

３
．
事
業
の
実
施
や
進
捗
状
況
を
明
ら

か
に
し
、計
画
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

行
政
が
行
う
も
の
だ
け
で
は
、災
害
か

ら
真
の
復
興
は
出
来
ま
せ
ん
。
村
が
一
体

と
な
り
復
興
に
向
け
た
意
識
を
持
つ『
み

ん
な
の
復
興
』を
目
指
し
、自
助
、共
助
、

公
助
に
よ
り
復
興
を
進
め
ま
す
。

立
て
る
た
め
、災
害
の
体
験
文
や
災
害
発

生
時
の
各
大
字
、避
難
所
、被
災
現
場
な

ど
の
災
害
記
録
と
と
も
に
編
集
し
た
記

録
誌
を
作
成
し
ま
す
。

・
災
害
を
後
世
に
伝
承
す
る
た
め
に
、災

害
現
場
の
目
印
と
警
戒
を
喚
起
す
る
警

戒
碑
を
設
置
し
ま
す
。

・
災
害
時
の
地
域
で
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
に
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
と
組

織
の
活
性
化
を
図
り
、研
修
会
の
開
催
や

装
備
品
・
備
蓄
品
の
購
入
を
支
援
し
ま

す
。

・
被
災
当
初
か
ら
復
旧
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
か
ら
、村
の
復
興
に
向
け
て
の
提

言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

・
毎
年
行
っ
て
い
る
水
害
慰
霊
祭
に
今
回

の
台
風
災
害
の
犠
牲
者
の
方
々
も
含
め

て
、一
周
忌
を
兼
ね
た
慰
霊
祭
を
行
い
ま

す
。

・
今
回
の
水
害
を
受
け
、ま
た
近
い
将
来

発
生
す
る
と
い
う
東
南
海
地
震
に
備
え
、

住
民
参
加
型
の
防
災
訓
練
を
９
月
の
防

災
月
間
を
目
途
に
行
い
ま
す
。

　
復
興
計
画
実
現
に
向
け
て

　

被
災
し
た
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
は
、住
環
境
の
整
備
、保
健
・

医
療
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

な
か
で
も
住
宅
の
復
興
は
最
優
先
課
題

野
の
連
絡
を
密
に
し
、医
療
・
福
祉
・
保
健

の
三
位
一
体
と
な
っ
た
支
援
体
制
を
確
立

し
ま
す
。

・
多
様
な
セ
ク
タ
ー
と
連
携
し
見
守
り
体

制
の
整
備
を
確
立
し
ま
す
。

・
高
齢
者
が
孤
立
せ
ず
、人
と
の
関
わ
り

を
維
持
で
き
る
交
流
の
場
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

・
高
齢
者
や
障
害
者
、妊
産
婦
、乳
幼
児
、

病
弱
者
な
ど
に
特
別
に
配
慮
し
た
福
祉

避
難
所
と
し
て
、各
地
域
の
集
会
所
や
公

民
館
な
ど
、公
的
施
設
や
民
間
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

・
要
援
護
者
の
状
況
や
地
理
的
条
件
に
応

じ
た
整
備
と
必
要
物
品
の
配
備
を
行
い

ま
す
。

・
必
要
な
施
設
、設
備
、備
蓄
品
な
ど
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

・
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、地

震
、水
害
な
ど
突
発
的
に
起
き
る
災
害
に

対
応
で
き
る
力
を
育
成
し
ま
す
。

・
体
験
な
ど
を
ま
と
め
、「
乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者
用
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し

ま
す
。

【
災
害
の
教
訓
を
後
世
へ
伝
承
】

・
地
域
防
災
計
画
や
避
難
所
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

・
災
害
の
記
録
と
教
訓
を
正
確
に
後
世
に

伝
え
、防
災
や
危
機
管
理
に
関
す
る
学
習

や
研
究
、村
民
の
防
災
意
識
の
醸
成
に
役

・
聖
地
熊
野
を
核
と
し
た
癒
し
と
蘇
り
の

観
光
圏
エ
リ
ア（
田
辺
市
と
連
携
）を
形

成
し
、観
光
の
魅
力
増
進
で
国
際
競
争
力

を
高
め
、国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
来
訪

と
滞
在
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

・
農
林
漁
業
の
活
性
化
・
地
域
産
業（
第
１

次
産
業
）の
振
興
を
図
る
た
め
、事
業
を

行
う
村
民
の
方
、ま
た
は
村
民
が
組
織
す

る
団
体（
協
同
体
）に
対
し
、事
業
に
必
要

な
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

【
教
育
、医
療
、福
祉
の
充
実
】

・
台
風
12
号
災
害
を
教
訓
に
、安
全
な
場

所
に
災
害
に
強
い
統
合
小
学
校
を
建
設

し
ま
す
。

・
各
学
校
の
学
校
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

・
旧
折
立
中
学
校
と
旧
西
川
中
学
校
の
校

舎
を
補
強
・
改
修
し
、平
谷
小
学
校
と
西

川
第
一
小
学
校
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

・
十
津
川
郷
士
の
精
神
で
あ
っ
た「
不
撓
不

屈
」「
一
致
団
結
」「
質
実
剛
健
」な
ど
、先

人
の
教
え
を
再
認
識
し
、村
の
復
興
に
村

が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
、災
害
を
後
世
に

伝
習
す
る
た
め
に
社
会
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
調
整
の
要
に

な
る
福
祉
事
務
所
の
役
割
を
強
化
し
、災

害
時
の
要
援
護
者
、災
害
弱
者
へ
の
支
援
、

医
療
提
供
者
と
介
護
、福
祉
、保
健
部
門

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
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て
も
室
内
の
温
度
は
全
館
一
定
に
保
た
れ

ま
す
。
ま
た
、ド
ア
を
開
け
る
と
風
の
と
お

り
が
良
く
、夏
は
涼
し
く
、冬
の
寒
さ
に
は

薪
ス
ト
ー
ブ
一
つ
で
対
応
で
き
る
と
て
も
居

心
地
の
い
い
家
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

内
装
に
も
杉
を
使
い
、中
に
入
る
と
、杉

の
香
が
心
地
よ
く
、化
学
物
質
の
利
用
を
抑

え
、身
体
に
も
負
担
が
少
く
、居
な
が
ら
に

「
十
津
川
の
森
林
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

十
津
川
の
森『
木
灯
館
』は
、新
し
い
林
業

の
活
性
化
に
向
け
、都
市
の
み
な
さ
ん
と
の

接
点
と
な
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、体
験
会
を

行
い
、十
津
川
の
森
林
や
林
業
の
様
子
を
お

伝
え
す
る
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、４
月
19
日（
木
）大
字
林
に
オ
ー
プ

ン
し
た「
木
材
加
工
流
通
セ
ン
タ
ー
」は
、村

の
森
林
組
合
が
主
と
な
っ
て
、十
津
川
木
材

協
同
組
合
や
製
材
所
が
協
力
し
、山
か
ら

間
伐
材
な
ど
を
搬
出
し
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

（
一
時
保
管
所
）に
集
積
、製
材
、乾
燥
、加
工

ま
で
を
行
い
、製
品
化
し
て
村
外
に
販
売
、

村
内
で
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

竣
工
式
の
あ
と
、早
速
、乾
燥
・
加
工
が

行
わ
れ
、高
温
乾
燥
で
も
美
し
い
色
で
割
れ

の
少
な
い
良
好
な
材
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、郷
土
の
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連

携
に
よ
る
木
材
活
用
や
十
津
川
の
森『
木
灯

館
』で
の
森
林
や
環
境
を
伝
え
る
事
業
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、多
く
の
み
な
さ
ん

に
村
の
新
し
い
森
林
づ
く
り
を
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
入
館
で
き
ま
す
の
で
、み

な
さ
ん
お
越
し
下
さ
い
。

【開館時間】
●10時～ 17時30（入館は５時まで）
【休館日】
●毎週火・水、盆・正月
【イベント事業の予定】
●森林にいいこと、環境にいいこと体験を通
して考えよう！
①マイ割り箸づくり
②水素電池で走るプラモデルカー作り
③ビオトープ（自然観察の場）をつくろう！
【展示・販売会】
●木製家具や小物展示
【セミナー】
●木材のこと、樹木のこと、十津川の森林のこと
※その他、今後、色々なイベントを予定してい
　ます。準備が整い次第お知らせします。

－伐採奨励金について－
　今年から伐採奨励金は山の所有者及び事
業体であれば申請が可能になりました。

■お問合せ
　●林業振興対策室　☎0746（62）0005
　●折立事務所　　　☎0746（64）0247

　

村
長
は
、「
木
に
こ
だ
わ
り
山
に
こ
だ
わ

り
、森
林
や
環
境
の
再
生
を
目
指
す
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
の
省
エ
ネ
ハ
ウ

ス『
十
津
川
の
森（
木
灯
館
）』を
建
築
し
ま

し
た
。
私
た
ち
の
思
い
を『
木
灯（
小
灯
）』

の
ご
と
く
、木
に
込
め
て
み
な
さ
ま
と
交
流

を
図
り
、い
た
だ
い
た『
心
』を
十
津
川
の
山

に
還
し
、水
や
大
気
に
変
え
て
お
届
け
す
る

と
い
う
循
環
を
図
り
ま
す
。
一
緒
に
取
り

組
む
山
づ
く
り
が
復
興
の
基
軸
と
な
る
よ

う
使
命
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
村
民

の
み
な
さ
ん
が
や
る
気
を
出
せ
る
村
を
目

指
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

十
津
川
の
森『
木
灯
館
』の
名
前
の
由
来

は
、電
気
の
な
い
時
代
に
油
を
入
れ
て
灯
り

に
し
た『
小
灯(

手
の
ひ
ら
に
乗
る
小
さ
な

灯
り)

』の
よ
う
に
、木
の
灯
り
を
通
じ
て
十

津
川
材
の
暖
か
さ
、や
さ
し
さ
を
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
、十
津
川
の
森
林

づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
三
者
協
議
会
が
付
け
た
も
の
で
す
。
施

設
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
の
省
エ
ネ
工
法
で
、

十
津
川
杉
を
は
じ
め
、自
然
素
材
の
利
活

用
で
、外
気
温
が
高
く
な
っ
て
も
、低
く
な
っ

　

４
月
23
日（
月
）に
、橿
原
市

イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
に
昨
年
か

ら
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
建

築
を
進
め
て
き
た
十
津
川
の

森『
木
灯
館
』が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

竣
工
式
当
日
は
、稲
山
県

副
知
事
、国
中
県
議
会
議
長
、

橿
原
市
長
を
は
じ
め
、県
の

関
係
者
、建
築
・
林
業
・
木
材

業
関
係
者
、村
か
ら
は
、村

長
、村
議
会
議
長
な
ど
が
出

席
し
、神
事
・
式
典
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
と
ぼ
し
か
ん

こ
と
ぼ
し

こ
と
ぼ
し
か
ん

さ　

と

十
津
川
の
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
て

「
十
津
川
の
森『
木
灯
館
』」と

「
木
材
加
工
流
通
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
オ
ー
プ
ン
！

－十津川の森『木灯館』－

木材加工流通センターの管理棟

十津川の森「木灯館」

木材加工流通センターに設置された
自動四面鉋盤

十津川の森「木灯館」
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３
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

上
野
地
中
、小
原
中
、折
立
中
、西
川
中
学
校
。

そ
の
４
校
が
統
合
し
、

「
十
津
川
中
学
校
」が
開
校
し
ま
し
た
。

４
月
６
日
に
開
校
式
が
行
わ
れ
、

全
村
か
ら
集
う
81
人
の
生
徒
が

助
け
支
え
合
い
千
年
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

開
校
、十
津
川
中
学
校

　

こ
の
広
い
村
に
、村
内
唯
一
の

中
学
校
。
こ
の
学
校
統
合
の
た

め
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

多
く
の
関
係
者
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
組
織
や
人
々
の
お
陰

で
、開
校
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
、こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
各
中
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
固
く
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、先
人
た
ち
が

育
て
て
く
れ
た
十
津
川
の
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
木
の
香
り

い
っ
ぱ
い
の
こ
の
学
び
舎
で
、今
の

世
の
中
が
真
に
必
要
と
す
る
大

切
な
モ
ノ
を
見
つ
け
た
り
、確
か

め
た
り
、創
り
出
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、そ
れ
を
し
っ
か
り

と
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
い
地
域
か
ら
の
バ
ス
通
学

を
基
本
に
し
た
学
校
生
活
で
す

が
、こ
れ
ま
で
同
様
、ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
徒
に
よ
り
よ
い
教
育
を
保
障
す
る
た
め

に「
学
校
統
合
は
十
津
川
の
教
育
改
革
」と

位
置
づ
け
進
め
て
き
た
学
校
統
合
。
４
つ
の

中
学
校
が
統
合
し
、村
内
唯
一
の
中
学
校
と

し
て
、い
よ
い
よ
十
津
川
中
学
校
が
開
校
を

迎
え
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、更
谷
村
長
の
開
校
宣
言
に

続
き
、玉
置
教
育
委
員
長
が「
文
武
館
の
創

設
以
来
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
村
の
教
育

に
対
す
る
思
い
を
具
現
化
し
、気
概
を
も
っ

て
教
育
を
進
め
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」と
、

告
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

校旗が、更谷村長、玉置教育委員長、
植村校長を経て生徒代表の
西田淳紀さんに手渡されました。

校歌を作詞作曲した
「さだまさし」さんからビデオレターで
届いた祝福のメッセージ

永曽 昌弘 教育長



 

9

校歌

千年の祈り
作詞作曲　さだまさし
　　編曲　倉田　信雄

美しき空　美しき水
美しき山　美しき人
温かき里　泉は満ちて
世界遺産　天空の道
千年の祈りを刻む
妖精の里

十津川よ　十津川よ
我がふるさと

愛おしき森　愛おしき谷
愛おしき風　愛おしき人
吊り橋高く　鳥達は舞う
大宙遥か　天空の滝
千年の奇跡を紡ぐ
ぬくもりの里

十津川よ　十津川よ
我がふるさと

溢れる光　溢れる勇気
溢れる誇り　溢れる希望
この志　高く高く高く
助け支え合う仲間達と
千年の未来を創る
我がふるさと
十津川中学校
愛し我が母校

特集
開校

　

新
生
、十
津
川
中
学
校
の
開
校
に
あ

た
り
、関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
中

学
校
が
村
の
誇
り
と
し
て
、ま
た
日
本
中

に
誇
れ
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

学
校
経
営
の
合
言
葉
は『
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ボ
ン
ド
』の
３
つ
で
す
。

一
つ
目
の『
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
』は
、教
職
員

が「
生
徒
た
ち
の
た
め
に
」チ
ー
ム
と
し

て
一
致
団
結
し
て
教
育
に
あ
た
ろ
う
、そ

し
て
学
校
が
組
織
体
と
し
て
動
こ
う
と
。

２
つ
目
の『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』は
、教
育
の
主

人
公
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
で
も「
挑
戦
」し
汗
を
流
し
て

ほ
し
い
と
。
３
つ
目
の『
ボ
ン
ド
』は
、「
絆

や
つ
な
が
り
」を
意
味
し
、生
徒
と
教
職

員
、保
護
者
と
教
職
員
、村
と
教
職
員
、

そ
し
て
村
と
学
校
、そ
れ
ぞ
れ
が
絆
と
し

て
強
く
つ
な
が
り
、村
に
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
生
徒
を
育
て
よ

う
と
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
フ
ル

活
用
し
、力
の
限
り
精
一
杯
生
徒
た
ち
の

た
め
に
頑
張
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も

ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

第一中学校

第二中学校

第三中学校

第四中学校

第一中学校
五百瀬分校

第六中学校
出谷分校

第六中学校
上湯川分校

13校が
４校に
統　合

第六中学校
小坪瀬分校第三中学校

大野分校

第七中学校

第四中学校
玉置川分校

第六中学校

第五中学校

十津川中学校

西川中学校

折立中学校

小原中学校

上野地中学校

【昭和40年代】

【平成24年4月】【昭和20年代】

■旧上野地中
■旧小原中
■旧折立中
■旧西川中

1学年
（平成24年4月6日現在）

2学年 3学年

中学校の変遷図 十津川中学校
旧中学校別
生徒人数

3

12

5

7

7

8

7

6

6

10

5

5

4校が
1校に
統 合

初代校長 植村 佳央校長



西川第二小学校 十津川第一小学校 小原保育所

西川第一小学校 出谷幼児教室 花園保育所

平谷小学校 みどり保育所 上野地保育所

10

東野　真人峯砂　雄一中南　巴菜沼平　倖歩北仲　亜美大谷　脩慈

米村　謙一西岡　優紘沼平　遥駆浦　朱美後木　伯斗岩本　あむ

千葉　倖滝　美空温井　初音前岡　杏紗

乾　百音矢越　大惺垣内　健吾東峯　心菜

　４月６日から１０日にかけて、村内の保育所、幼児教室、小学校、中学校で入園・入学式が
行われました。入学（園）したのは、保育所14人、幼児教室２人、小学校２１人、中学校２７人。
　新１年生たちは、お兄さん、お姉さんたちの温かい拍手に迎えられ、期待に胸を膨らませ
ていました。

入園・入学おめでとう

おおたに   しゅうじ きたなか あみ ぬまひら ゆきほ なかみなみ はな みねさこ ゆういち ひがしの まさと

よねむら けんいちにしおか まひろぬまひら はるく

ぬくい はつね

かいと けんごひがしみね ここな やごし たいせい いぬい もね

まえおか あずさ たき みく ちば こう

うしろぎ はくといわもと うら あけみ

ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん

ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん

ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん ちゃん

さん くん くん さん



十津川中学校

11511

深瀬　天瑠

岩本　りこ

瀧本　伊吹

千葉　航大

千葉　陽希

大海　幸生

松實　俊輝

千葉　幸星

則本　みお

後木　智陽

東　憲伸

千葉　翔

玉置　優花

滝　琉美

浦　暉

亀本　璃乃

冨戸野　拓海
たき るみふどの たくみ

たまき ゆうか うしろぎ ちはる まつみ しゅんき ちば こうだい ふかせ てんる

たきもと いぶきおおうみちば のりもとかけるうら ひかる こうせい

いわもとはるきちばゆきとしちばけんしんひがし

かめもと りの
さん さん さん くん くん くん

くん さん くん くん くん

くんくん さんくん くん

さん

石塚康太郎、乾　　智一、栗栖　　優、栗栖　　渉
玉置　大勢、玉津　　人、津本　　彰、中　　雅人
中村　有志、則本　　翼、深瀬　斗愛、二村　珠吏
政本亜沙斗、横山　和斗、天野　　澪、池山　　萌
池山　　蘭、岩﨑　佳奏、植村奈美香、岡　　朋世
岡本　莉奈、栗栖　涼花、玉置　茅紗、西　菜奈美
深瀬えのは、深瀬　優理、増谷　美穂

（敬称略・順不同）

石塚康太郎、乾　　智一、栗栖　　優、栗栖　　渉
玉置　大勢、玉津　　人、津本　　彰、中　　雅人
中村　有志、則本　　翼、深瀬　斗愛、二村　珠吏
政本亜沙斗、横山　和斗、天野　　澪、池山　　萌
池山　　蘭、岩﨑　佳奏、植村奈美香、岡　　朋世
岡本　莉奈、栗栖　涼花、玉置　茅紗、西　菜奈美
深瀬えのは、深瀬　優理、増谷　美穂

（敬称略・順不同）



小原診療所

月　日 診療場所

★土曜診療日★

★整形外科診療★

■

■

■

■

｢

労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
事

業｣

に
つ
い
て

　

公
益
社
団
法
人
奈
良
県
労
働
基
準
協
会

で
は
、公
益
目
的
事
業
と
し
て
労
働
災
害
防

止
を
目
的
と
す
る
次
の
技
能
講
習
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
（
１
）　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転

　
（
２
）　

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

　
（
３
）　

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転

　
（
４
）　

ガ
ス
溶
接
作
業

　
（
５
）　

玉
掛
け

　
（
６
）　

特
定
化
学
物
質
及
び
四
ア
ル
キ

　
　
　
　

ル
鉛
等
作
業
主
任
者

　
（
７
）　

酸
素
欠
乏
・
硫
化
水
素
危
険
作

　
　
　
　

業
主
任
者

　
（
８
）　

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

　
（
９
）　

そ
の
他

問
公
益
社
団
法
人
奈
良
県
労
働
基
準
協
会

　

☎
０
７
４
２（
36
）２
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nararouki.com

/

職
員
募
集

　

こ
だ
ま
の
里
で
は
、職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
男
子
支
援
員【
常
勤
職
員
１
人
】

▽【
仕
事
内
容
】入
所
者
の
生
活
支
援
全
般

▽【
募
集
期
間
】随
時

▽【
年
齢
】不
問

▽【
資
格
】普
通
免
許

■
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士【
常
勤
職
員

１
人
】

▽【
年
齢
】不
問

▽【
資
格
】栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士
・
普

通
免
許

問
こ
だ
ま
の
里
☎
０
７
４
６（
67
）０
１
１
０

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
木
）で
す

　

今
年
１
月
か
ら
自
動
車
税
事
務
所
が
設

置
さ
れ
、県
内
全
域
の
自
動
車
税
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

必
ず
納
期
限（
５
月
31
日
）ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
や
県
税
事
務
所
の
窓
口
だ
け

で
な
く
、コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、納

税
通
知
書
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
自
動
車
税
事
務
所
自
動
車
税
第
１
課

　

☎
０
７
４
３（
51
）０
０
８
１

※

な
お
、県
内
で
住
所
変
更
さ
れ
た
方
、ま
た

は
他
都
道
府
県
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で
県
外

ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、運
輸

支
局
で
変
更
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
日

　　

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
今
年
度
の
啓
発
活
動

の
テ
ー
マ
は「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の

世
紀　

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜
」と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と

に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
課
☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　

水
質
検
査
計
画
は
、水
道
事
業
者（
村
）が

水
源
種
別
・
過
去
の
水
質
検
査
結
果
・
水
源
周

辺
の
状
況
を
総
合
的
に
ま
と
め
、水
質
検
査
の

内
容
を
定
め
た
計
画
で
、年
度
の
は
じ
め
に
水

道
の
需
用
者
に
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
の
概
要

　

基
本
方
針
・
水
道
事
業
の
概
要
・
原
水
及

び
浄
水
の
水
質
状
況
・
検
査
地
点
・
水
質
検

査
項
目
と
検
査
頻
度
・
臨
時
の
水
質
検
査
・

水
質
検
査
方
法
・
水
質
検
査
計
画
及
び
検

査
結
果
の
公
表
・
水
質
検
査
の
評
価
・
関
係 十津川警察庁舎

五條消防十津川分署

水道

63-0110
64-1190

62-0908

ほか

大字池穴の「こだまの里」では、ショー
トステイ棟の増築が４月に完成しまし
た。３階建てで、作業棟、事務室が完
備され、ショートステイ棟では４人が
利用できます。詳しくは「こだまの里」
までお問い合せください。

受付は8：30～11：15です。

5
6
6

月
月
月

日
日
日

19
2
16

　第3週　
　第1週　
　第3週　

5
6
6
6

月
月
月
月

日
日
日
日

24
7
7
21

小原診療所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

午前
午前
午後
午前
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集落環境整備事業
（H２３年度から３か年実施）のお知らせ

■【目的】
　杉・桧などで、日照権などが阻害されていると思われる家
屋、または倒木などの恐れがある家屋・耕作地で、これを伐
採する方に対し、その人夫賃の補助を行います。
■【補助の額】
　○伐採に係る人夫賃の補助額：1人1日12,000円
　○搬出を伴う場合：限度額　108,000円　
　○伐採のみの場合：限度額　 48,000円
※掛かった経費が、限度額以内の場合は、実際に支払った
額となりますので、必ず限度額いっぱいの補助金が出るも
のではありません。※1人1回限りの補助となります。

■【申請の締め切り】
　補助金の申請は５月15日から６月29日までとし、実際に
伐採を始めていただくのは、8月からとなります。
※役場から採択通知があってから事業を実施していただき
ます。
■【補助対象】
　人家周辺の杉や桧などの立木を伐採する事業で、実際に
人が住んでいる人家及び、人家周辺の耕作地から50ｍ以
内にある、杉・桧・雑木の伐採が対象となります。

■申し込み・お問い合わせ
　生活環境課　　☎0746（62）0907
　　　　　　 FAX0746（62）0020

合併処理浄化槽設置補助制度
　浄化槽は、し尿と生活排水（台所や風呂場などから出る汚
水）を併せて処理し、河川や用水路の水質を改善するもので
す。
　浄化槽を設置する場合は、予算の範囲内で工事費の一部
を村が補助します。
　今年度に設置を希望される方は、11月16日までに水道
課までご連絡下さい。
■【対象区域】村内
■【補助限度額】
　○５人槽：392,000円／○７人槽：494,000円

　○その他：水道課までお問い合わせ下さい。
※平成25年度は、限度額が変わる場合があります。
■【補助要件】
（１）住宅用
（２）今年度は、平成25年３月15日までに工事（完了検
査）が完了するもの。（申請が多数の場合は補助が受けら
れない場合があります）
（３）浄化槽の処理水を放流することについて、地域住民
などと協議がすんでいること。（申請時に再度確　　　　
認をお願いします）
■申し込み・お問い合わせ
　水道課　　☎0746（62）0908
　　　　 FAX0746（62）0020

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、１
期
・
２
期
の
接
種

が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、20
歳
未
満
ま
で

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、希

望
の
場
合
は
、５
月
25
日（
金
）ま
で
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
事
務
所

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
１

　

有
害
鳥
獣
か
ら
田
畑
を
守
る
た
め
、集
落
の

方
が
主
と
な
っ
て
取
り
組
む
総
合
的
な
対
策
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。

■
補
助
対
象　

獣
を
引
き
寄
せ
る
原
因
の
不
要

な
果
樹
の
伐
採
や
、獣
の
住
み
か
と
な
る
マ
ブ
の

刈
り
あ
ら
け
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
金
額　

　

１
集
落
あ
た
り
50
万
円
を
限
度
。

■
補
助
対
象　

広
域
的
な
防
止
柵
の
設
置
に
対

し
て
、次
の
条
件
を
満
足
す
場
合
に
資
材
購
入

費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

【
主
な
条
件
】

・
受
益
者
が
、防
止
柵
設
置
後
の
維
持
管
理
や
獣

の
追
い
払
い
対
策
が
で
き
る
こ
と
。

・
１
団
地
で
耕
作
面
積
が
概
ね
２
，０
０
０
㎡

（
２
反
）以
上
あ
る
こ
と
。
な
ど

○
補
助
金
額　

資
材
購
入
費
１
ｍ
あ
た
り
３
，０
０
０
円
ま
で

と
し
、１
団
地
あ
た
り
４
５
０
万
円
を
限
度
。

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
〜
７
月
29
日

■
申
請
方
法　

大
字
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま

す
。（※

応
募
多
数
の
場
合
は
、採
択
基
準
に
よ

り
実
施
地
区
を
決
定
し
ま
す
。）

問
農
林
課 

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
５

者
と
の
連
携

■
公
開
・
閲
覧

　

今
年
度
の
水
質
検
査
計
画
は
、水
道
課
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vill.totsukaw

a.lg.jp/

【
村
民
向
け
情
報
】↓【
水
道
に
つ
い
て
】

休
日
・
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

（
エ
イ
ズ
）の
検
査
を
行
い
ま
す

　　

内
吉
野
保
健
所
で
は
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普

及
週
間
」の
６
月
１
日
か
ら
７
日
に
あ
わ
せ

て
、夜
間
・
休
日
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
を
利
用
し
、検
査
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

時【
休
日
】６
月
３
日（
日
）９
時
〜
11
時

　【
夜
間
】６
月
４
日（
月
）

　
　
　
　

17
時
30
分
〜
19
時
30
分

所
内
吉
野
保
健
所

※

予
約
不
要
。
検
査
は
無
料
、匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
普
及
期
間
中
に
限
ら
ず
、

平
日
の
第
１
・
第
３
月
曜
日
の
午
前
中
に
も

受
検
で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
県
内
吉
野
保
健
所　

地
域
生
活
課

☎
０
７
４
７（
22
）３
０
５
１

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、３
歳
・
４
歳
の
お
子
さ
ん
に

加
え
て
、小
学
２
年
〜
４
年
生
の
児
童
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
７
年
６
月
１
日
〜
平
成
19
年

鳥
獣
害
対
策
集
落
環
境

整
備
事
業
補
助
金
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　４月11日、野迫川村・十津川村の合同によ
る「人権を確かめあう日」吉野（西）地区集会が
開かれ、約80人が参加しました。
　「私と部落（同和）問題」と題して、元御所市
人権・同和対策課長の仲川哲さんが講演さ
れ、参加者は改めて人権・同和問題について
理解を深めていました。
　また、毎月11日は人権を確かめ合う日と定
められ、県内各地で啓発活動が行われていま
す。

『人権を確かめ合い、人権を大切に』
「人権を確かめあう日」吉野（西）地区集会

『新十津川町から応援訪問』
新十津川町の民謡同好会、商工会が村を訪問

4
11

　昨年９月の紀伊半島大水害で犠牲となられた方々を追悼する「水害
慰霊祭」と「追悼の集い」が住民ホールでしめやかに営まれ、会場の住
民ホールに約300人が参列しました。区長会主催で執り行われた慰霊
祭に続き、村主催の追悼の集いでは、市原光留さん（大字長殿）が遺族
代表として「被災者家族は災害前の状態で時間が止まったまま。しかし
一日も早く元気を取り戻し、村が一体となって復興が進むよう願います」
と述べられました。
　追悼の集いは、自治体放送で生中継され、全世帯にもその様子が届
けられました。
　村では、村外で被害に遭った方も含めて亡くなられた方が７人。いま
もなお、行方不明となっている６人の方々の捜索が続けられています。

『慰霊、追悼、行方不明者の発見を祈って』
紀伊半島大水害追悼の集い

3
25

3
25
4
6

　３月25日、新十津川町民謡同好会の方々６人が復興の応
援に村を訪問され、村老人クラブ連合会と三味線演奏などで

交流が行われまし
た。【写真①】
　また、4月6日には、
新十津川町商工会
から青年部12人の
方々が村を訪問さ
れ、村商工会の激励
や復旧状況を視察さ
れました。【写真②】

①①

②②



15

カメラスケッチ

　奈良市にある奈良県経済倶楽部ビルで行われ
た奈良県経済倶楽部会員の会合に、更谷村長が
講師として出席しました。
　更谷村長は、県内企業の社長など約50人を前
に紀伊半島大水害の災害状況や多くの支援、村
の復旧復興の歩みを報告し、「村には現代社会が
忘れ去ってしまった『助け合うわだ』の精神があ
る。災害以前にも増して活力のある村を目指す」
と語りました。
　また、観光振興や６次産業化を目指す林業の
取り組みを紹介し、村への誘客も図りました。

　４月７日、ホテル昴ロビーで、横浜市出身の西山早苗さんによる金
管楽器の「ユーホニウム」の演奏が行われました。
　西山さんは、奈良の魅力にひかれ４年前に単独で移住し、仕事の
合間をみて、奈良のイベントや老人ホームで演奏するなど活動を広
げられています。
　演奏は、お客さんとの会話も交えながら、終始和やかなムードで行
われました。
　また、４月12日に、葛城市を中心にボランテイア活動を行なう童
謡クラブ「花歌娯(はなかご)」のみなさんによるミニコンサートがホ
テル昴と高森の郷で行われました。コンサートは、お馴染みの童謡
やハーモニカや竹笛の演奏など多様な歌や芸が披露されました。
　コンサートの中で村の詩人「野長瀬正夫」さんの詩を朗読されるな
ど、２時間のコンサートが、あっという間に過ぎ、会場に集まった全員
が元気なパワーをもらっていました。

　この春、県立十津川高校に、新十津川町
出身の後木孝哉さんが赴任されました。
「小学１年生から大学まで一貫して剣道
に打ち込み、卒業後も実業団で子どもたち
に剣道の指導をさせてもらっていました」
と話された後木さんは剣士の面持ち。
　また、平谷小学校には、東日本大震災時
に福島県で被災した半谷真由香さんが赴
任されました。半谷さんは、県が震災被災
地から採用する「震災特別選考」で選ばれ
た公立学校教諭の12人のひとり。「スポ
ーツ大好き、笑顔が取り柄です」と気さくに
これからの抱負を話してくれました。

半谷　真由香さん（22歳）
　福島県南相馬市の実家は原発事故の
警戒区域となる。
　教師は子どもの頃からの夢で、母校の南
相馬市立福浦小学校で教育実習を経る。

後木　孝哉さん（29歳）
　教員として初めての赴任。実業団
時代には、兵庫県代表として都道府県
対抗で全国３位入賞。
　現在、部員15人の剣道部を指導。

『紀伊半島大水害に負けない、助け合うわだ』
奈良県経済倶楽部で村の復旧・復興状況を報告

『地域を越えてつながる絆』村に新十津川町と福島県南相馬市出身の先生が赴任

『音楽で元気になってもらいたい！復興支援コンサート』
「ユーホニウム演奏」と「童謡ミニコンサート」

4
7・12

4
2

4
17

はんがい まゆか

うしろぎ こうや
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第
１
回
定
例
会

　

２
，３
９
９
万
２
千
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

５
億
６
，９
９
０
万
円

●
貯
木
場
等
維
持
管
理
事
業
特
別
会
計
予
算

　

３
億
６
，２
０
８
万
４
千
円

●
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

　

３
，３
０
２
万
２
千
円

●
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

　

４
，１
８
６
万
円

●
財
産
区
大
字
迫
西
川
特
別
会
計
予
算

　

５
８
１
万
２
千
円

人
事

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

３
名
の
委
員
が
３
月
31
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、次
の
３
名
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

西　
　

邦
啓（
川　

津
）

今
西　

道
孝（
小　

原
）

鎌
塚　

秀
光（
玉
垣
内
）

●
十
津
川
村
情
報
公
開
審
査
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

５
名
の
委
員
が
５
月
７
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、次
の
５
名
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

森　

伊
津
子（
上
野
地
）

下
村　

賢
治（
滝　

川
）

松
田
紀
代
美（
込
之
上
）

藤
森　

弘
晴（
七　

色
）

鎌
塚　

秀
光（
玉
垣
内
）

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

繰
越
明
許
費
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
貯
木
場
等
維
持
管
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，５
９
５
万
８
千

円
を
追
加
し
、総
額
４
億
４
，０
１
６
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
54
万
６
千
円
を
減

額
し
、総
額
２
億
１
，１
７
５
万
６
千
円
と

し
ま
し
た
。

●
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
98
万
４
千
円
を
減

額
し
、総
額
１
，６
３
９
万
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

  

平
成
24
年
度
当
初
予
算

●
一
般
会
計
予
算

　

61
億
７
０
０
万
円

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

５
億
９
，２
２
５
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

６
，４
６
７
万
３
千
円

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算

　

２
億
１
，２
３
８
万
円

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

５
億
６
，９
７
３
万
２
千
円

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

　

を
減
額
し
、総
額
５
，８
２
６
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
予
算
の
財
源
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，３
６
１
万
７
千

円
を
減
額
し
、総
額
５
億
５
，１
０
８
万
５

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
30
万
１
千
円
を
追

加
し
、総
額
１
，２
７
１
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

　  

平
成
23
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
４
０
万
５

千
円
を
減
額
し
、総
額
84
億
６
，５
７
２
万

５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，７
２
８
万
２
千

円
を
減
額
し
、総
額
６
億
８
６
４
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５
６
万
２
千
円

　

平
成
24
年
十
津
川
村
議
会「
第
１
回
定
例
会
」が
３
月
７
日（
水
）か
ら
13
日

（
火
）ま
で
開
か
れ
、平
成
23
年
度
補
正
予
算
や
平
成
24
年
度
当
初
予
算
、条
例

改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
、更
谷
村
長
は
平
成
24
年
度
の
施

政
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、３
名
の
議
員
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
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【
団
体
】西
川
区

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

そ
の
他

●
南
和
広
域
医
療
組
合
議
会
議
員
選
挙
の

執
行
に
つ
い
て

　

選
挙
の
結
果
、中
南
議
長
が
議
員
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

▼
質
問
　
村
の
年
間
予
算
に
か
か
る
管
理

運
営
費
、経
費
及
び
委
託
料
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

一
般
会
計
の
総
額
は
、61
億
円
余

り
で
す
。
そ
の
中
で
委
託
料
は
、総
額
で
約

８
億
６
，５
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
委
託
料

は
、バ
ス
の
運
営
委
託
料
や
消
防
の
運
営
委

託
料
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
保
守
点
検
委
託
料

は
、約
３
，２
０
０
万
円
で
す
。
そ
れ
以
外

に
工
事
や
建
築
の
調
査
測
量
設
計
に
関
す

る
委
託
料
が
約
２
億
１
，６
０
０
万
円
、エ

レ
ベ
ー
タ
や
浄
化
槽
な
ど
の
委
託
料
が
約

３
，０
０
０
万
円
で
す
。
委
託
料
は
維
持
管

理
費
、運
営
費
と
し
て
か
な
り
大
き
な
部
分

を
占
め
て
き
て
い
ま
す
。
い
か
に
効
率
的
な

　
昴
の
郷
温
泉
ス
タ
ン
ド

【
団
体
】十
津
川
観
光
開
発
株
式
会
社

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
上
野
地
駐
車
場

【
団
体
】大
字
上
野
地

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
高
森
の
郷
」

【
団
体
】十
津
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
北
部
老
人
憩
の
家

【
団
体
】二
村
区
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
南
部
老
人
憩
の
家

【
団
体
】四
村
区
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
林
業
会
館

【
団
体
】十
津
川
村
森
林
組
合

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
神
納
川
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

【
団
体
】神
納
川
区

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
平
谷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

【
団
体
】四
村
区

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら　
　
　

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
重
里
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

契
約

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

工
事
名

　

十
津
川
村
統
合
中
学
校
敷
地
造
成
工
事

（
５
工
区
）

※

契
約
の
相
手
方　

　

山
一・
松
尾　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

※

変
更
前
請
負
金
額　
　

７
，６
６
５
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額　

６
，９
３
９
万
４
千
５
百
円

※

変
更
に
よ
る
減
額

　
　

７
２
５
万
５
千
５
百
円

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。（
以
下

で
団
体
と
は
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
、期

間
と
は
指
定
の
期
間
を
示
し
ま
す
）

◆
伝
習
館
十
津
川
郷「
道
の
駅
十
津
川
郷
」

【
団
体
】ほ
ん
ま
も
ん
グ
ル
ー
プ

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

◆
湯
泉
地
温
泉「
滝
の
湯
」

　
湯
泉
地
温
泉「
泉
湯
」

　
十
津
川
温
泉「
庵
の
湯
」

【
団
体
】十
津
川
村
観
光
協
会

【
期
間
】平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
昴
の
郷
温
泉
保
養
館「
星
の
湯
」

　
昴
の
郷
温
泉
プ
ー
ル

　
昴
の
郷
野
外
ス
テ
ー
ジ

条
例

●
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
員
の
救
急
業
務
が
な
く
な
っ
た
事

に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一
部

を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
給
水
区
域
に
高
森
地
区
を
追
加
す
る
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
料
額
の
変
更
を
行
う
た
め
、条

例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
昴
の
郷
温
泉
ス
タ
ン
ド
設
置
及
び
管
理

運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

昴
の
郷
温
泉
ス
タ
ン
ド
使
用
料
の
減
額
を

行
う
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

村
営
住
宅
の
整
備
基
準
を
設
け
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

入
居
者
の
資
格
等
に
つ
い
て
、条
例
の
一

部
を
改
め
ま
し
た
。
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れ
を
し
て
、水
道
料
金
が
高
く
な
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、適
正
な
価
格

の
設
定
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、同
じ

簡
易
水
道
で
あ
っ
て
も
、地
区
に
よ
っ
て
水

道
料
金
が
異
な
り
、水
道
施
設
の
管
理
の
方

法
も
地
元
管
理
や
役
場
が
管
理
し
て
い
る

も
の
な
ど
、様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

共
同
飲
料
水
供
給
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
水
道
会
計
を
維

持
し
て
い
く
に
は
、様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
飲
み
水
の
確
保
は
、村
民
の
生
活
を
復

興
す
る
上
で
、も
っ
と
も
重
要
な
施
策
の
１

つ
で
す
。
山
崎
地
区
を
は
じ
め
、高
森
地
区

や
重
里
地
区
な
ど
、飲
み
水
の
安
定
し
た
供

給
に
努
め
て
い
る
所
で
す
。
こ
れ
ら
水
道
施

設
の
復
旧
に
合
わ
せ
て
、水
道
費
用
の
負
担

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、並
行
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
検
討
が
進
ん
で
お
ら
ず
、10
年
先
の
水
道

料
金
に
つ
い
て
、言
及
で
き
な
い
状
況
で
す
。

水
道
料
金
は
村
民
の
払
え
る
範
囲
と
い
う

視
点
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
で
、４
月
頃
か
ら
次
期
出
水
期
ま
で
に
一

定
の
流
水
断
面
を
確
保
す
る
た
め
の
河
道

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

大
字
永
井
の
久
保
谷
か
ら
西
川
に
流
れ

込
ん
だ
土
砂
は
、砂
防
堰
堤
へ
の
中
詰
材
と

し
て
活
用
す
る
方
針
で
す
。

　

大
量
の
堆
積
土
砂
で
、災
害
発
生
の
危
険

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、次
期
出
水
期

ま
で
に
河
道
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、少
し
で
も
早
く
着
手
で
き
る
よ
う
に
関

係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
所
で
す
。
ま

た
、抜
本
的
な
土
砂
除
去
に
入
る
た
め
に
は

土
捨
場
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
の
で
、候
補
地
の

調
査
に
つ
い
て
も
県
と
村
で
協
力
を
し
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
10
年
後
の
水
道
料
金
を
人
口
が

減
少
し
て
い
く
中
で
現
在
と
同
額
で
対
応

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

昨
年
の
台
風
被
害
で
、水
道
の
被

害
も
相
当
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
高
森

地
区
や
山
崎
地
区
で
は
、長
期
間
、給
水
車

で
の
飲
み
水
確
保
が
必
要
で
し
た
。

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、一
般
家
庭
で
平
均

月
に
20
㎥
を
使
用
さ
れ
る
場
合
、月
額
２
，

９
８
２
円
の
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

10
年
後
の
水
道
料
金
は
、簡
易
水
道
の
普
及

が
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

平
野
部
の
住
宅
密
集
地
に
飲
み
水
を
供

給
し
て
い
る
都
市
部
の
水
道
と
比
較
す
る

と
、本
村
は
コ
ス
ト
が
か
さ
み
、水
道
料
金
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、水
道
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
繰
入

予
定
で
す
。　

　

今
後
も
ダ
ム
に
起
因
し
て
発
生
し
て
い
る

環
境
問
題
・
被
害
に
つ
い
て
は
、議
員
の
み
な

さ
ま
と
共
に
、電
源
開
発
㈱
に
対
し
て
、処

理
対
応
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、ダ
ム
と
の
共
存
を
図
る
た
め
に
、村
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
協
力
を
し
、住
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
の
堆
積
土
砂
処
理
と
し
て
、県

や
村
が
行
う
河
川
の
堆
積
土
砂
除
去
が
あ

り
ま
す
。
一
級
河
川
は
県
、準
用
河
川
は
村

が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
月
中
旬
よ
り
、山
手
川
と
柏
谷
合
流
付

近
の
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
を
県
が
中
串

土
捨
場
へ
運
搬
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
柏
谷

の
堆
積
土
砂
除
去
は
村
が
行
い
、山
手
川
の

土
砂
運
搬
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
中
串
土

捨
場
へ
搬
出
し
ま
す
。

　

村
内
の
堆
積
土
砂
除
去
に
つ
い
て
は
、近

畿
地
方
整
備
局
、五
條
土
木
事
務
所
十
津

川
復
旧
復
興
課
、役
場
建
設
課
、生
活
環
境

課
な
ど
の
関
係
機
関
で
、堆
積
土
砂
の
処
理

方
法
、搬
出
先
の
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

十
津
川
本
流
の
宇
宮
原
地
区
堆
積
土
砂

に
つ
い
て
は
、４
月
頃
か
ら
次
期
出
水
期
ま

で
に
長
殿
付
近
の
湛
水
の
排
除
を
目
的
と
す

る
土
砂
除
去
を
行
う
予
定
で
す
。

　

野
尻
地
区
は
４
月
頃
か
ら
次
期
出
水
期

ま
で
に
一
定
の
流
水
断
面
を
確
保
す
る
た
め

の
土
砂
除
去
を
行
い
ま
す
。

　

神
納
川
で
は
、藤
原
橋
か
ら
高
岡
橋
付
近

予
算
の
執
行
を
図
っ
て
い
く
か
が
一
つ
の
課

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
堆
積
土
砂
の
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

今
回
の
災
害
に
よ
り
紀
伊
山
系

で
は
、約
１
億
㎥
、東
京
ド
ー
ム
80
杯
分
の

山
腹
崩
壊
に
よ
る
土
砂
が
発
生
し
、そ
の
９

割
が
奈
良
県
域
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
山
腹
崩
壊
に
よ
り
、河
川
内
に
大

量
の
土
砂
が
堆
積
し
ま
し
た
。
こ
の
処
理
に

つ
い
て
は
、大
き
く
分
け
て
２
つ
の
処
理
が
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
は
、ダ
ム
湖
内
及
び
ダ
ム
の
影
響
範

囲
の
河
川
内
に
堆
積
し
た
土
砂
の
処
理
で

す
。
こ
の
処
理
は
、電
源
開
発
㈱
が
行
い
ま

す
。
蕨
尾
か
ら
西
川
出
合
に
か
け
て
の
堆

砂
は
、台
風
前
の
状
況
に
戻
す
た
め
に
約
12

万
㎥
の
堆
砂
排
除
が
必
要
で
す
。
７
月
完

了
を
目
途
に
、昨
年
12
月
22
日
か
ら
中
串
土

捨
場
へ
運
搬
を
開
始
し
、今
年
の
１
月
14
日

か
ら
は
、西
川
出
合
か
ら
土
捨
場
ま
で
の

間
、県
に
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
河
中
道
路

を
利
用
し
て
土
砂
の
運
搬
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

他
の
地
点
で
は
、７
月
ま
で
に
、桑
畑
檪

砂
古
の
約
２
万
㎥
、込
之
上
の
約
５
万
㎥
、

折
立
山
崎
か
ら
折
立
本
在
ま
で
の
約
14
万

㎥
、神
納
川
の
藤
原
橋
か
ら
入
谷
口
付
近
で

約
６
万
㎥
を
処
理
で
き
る
よ
う
、３
月
中
に

作
業
を
開
始
し
ま
す
。
上
野
地
方
面
で
は
、

林
の
土
捨
場
付
近
で
約
２
万
㎥
を
排
除
で

き
る
よ
う
に
４
月
中
に
作
業
を
開
始
す
る

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
、一
般
に
公
開
さ
れ
、ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、村

議
会
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
身
近

な
方
法
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
な
ど
詳
し
い
事
は
、議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
２
）
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こくみんねんきん

●
30
歳
未
満
の
方
は

　
　
　
　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
が
30
歳
未
満
の
と
き
に
限
り

利
用
で
き
る
制
度
で
、申
請
が
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
全
額
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
は
本
人
と
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、世
帯
主
の
前
年
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

●
学
生
の
方
は

　
学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
が
学
生
の
と
き
に
限
り
利
用

で
き
る
制
度
で
、申
請
が
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
学
生
納
付
特
例
は
、本
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、

配
偶
者
や
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

★
保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
さ
れ
た

期
間
は
、老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
た

め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で

な
く
、万
一
の
時
に
、障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格

期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、失
業
さ
れ
た
方
は
、離
職
票

や
失
業
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
を

添
付
す
れ
ば
、前
年
の
所
得
に
関
係
な

く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
　
　
　
　
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
時
に
利
用
で

き
る
制
度
で
、申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
納
付
の
全
額
ま
た
は
一
部（
４

分
の
３
、２
分
の
１
、４
分
の
１
）が
免

除
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
免
除
は
、本
人

と
配
偶
者
、世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
で
あ
れ
ば
承
認
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
だ
か
ら

と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、必
ず
役

場
住
民
課
の
国
民
年
金
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、老
後
や
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、納
付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
時

に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
！（
納
期
は
翌
月
末
で
、２
年
経
過
す
る
と
時
効
で

納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
！
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■保険税の軽減　※未申告の方がいる場合、軽減は受けられません。
　●総所得金額が一定基準額以下の場合は、均等割と平等割が軽減されます。
　　　３３万円＋（３５万円×加入者数）以下の世帯の人 ２割軽減
　　　３３万円＋（２４．５万円×世帯主を除く加入者数）以下の世帯の人 ５割軽減
　　　３３万円以下の世帯の人 ７割軽減
●社会保険に加入していた被保険者本人が後期高齢者医療制度に移行したことで、その被扶養
者家族である方が国保に加入した場合、申請により当分の間、均等割が半額になり、所得割・
資産割は賦課されません。
●国保から後期高齢者医療制度に移行したことで、国保加入者が１人になる場合、５年間、平等
割が半額になります。
●６５歳未満の人で、倒産や解雇など事業主の都合で失業し国保に加入した場合、申請により離
職した日の翌日から翌年度末まで、給与所得を３０／１００とみなして所得割を算定します。

詳しくは、財政課までお問い合わせください。（直通 ６２－０９０３）

■保険税は次の項目により計算された合計額が１世帯あたりの年税額となります。

６月から平成２４年度国民健康保険税
（普通徴収）の納付がはじまります！

賦課限度 額

所
得
割
資
産
割
均
等
割
平
等
割

５１０，０００円 140，０００円 120，０００円

25，０００円 － －

15，０００円 6，800 円 11，０００円

90.0% － －

5.3% 1.6% 2.0%

　保険税は、みなさんの医療費にあてられる国保の貴重な財源ですので、必ず納期内に
納めましょう。

基礎課税分区　　　　　分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

課　税　対　象 加　入　者　全　員 40～60歳未満の
加入者

加入者の所得に
応じて計算

加入者の土地家屋に係る
固定資産税額に応じて計算

加入者１人につき

１世帯につき
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こくほだより

特定健康診査を受けましょう！

検査内容　　●基本項目（問診・計測・診察・尿検査・血液検査）
　　　　　　●追加項目（心電図検査・腹部エコー）
　　　　　　●肺がん検診（胸部レントゲン）　●大腸がん検診（検便）
　　　　　　●肝炎ウィルス検査（今までに受けたことがない人）

自己負担    １，０００円
　　　　　　　※後期高齢者医療の人で、県内の健診実施機関（村内の医療機関を除く）で受診される
　　　　　　　　場合は、基本項目のみの検査となりますので、５００円となります。
　　　　　　　※社会保険の人は、肺がん・大腸がん検診のみの検査となりますので、５００円となります。
　
申込方法　（国民健康保険の人・後期高齢者医療の人・生活保護を受けている人）
　　　　　　　　個別に送付している申込ハガキでお申し込みください。
　　　　　　（40歳以上の社会保険の人）
　　　　　　　　福祉事務所へ電話でお申し込みください。（肺がん・大腸がん検診）

申込期限    ５月１８日（金）

※糖尿病・高血圧症又は脂質異常症でお薬を飲んでいる人や人工透析で通院治療している人は、
　健診を受けたほうがよいかどうか主治医とご相談ください。

詳しくは、福祉事務所（直通　６２－０９０１）までお問い合わせください。

保険等の種別

国民健康保険の人
生活保護を受けている方

後期高齢者医療の人

実　施　場　所

（村内の医療機関を除く）

（休診日を除く）中　川　医　院

７月 １日（日）
２日（月）
３日（火）
４日（水）

８月２０日～１０月５日

７月１日～翌年１月３１日県内の健診実施機関

実　施　期　間

（個別健診）

※社会保険の人は、職場の健診を受診してください。但し、同時実施する肺がん・大腸がん検診のみ
　受診できます。（40歳以上）

実施日 実　施　場　所

７月５日（木）
６日（金）
７日（土）
８日（日）

実施日 実　施　場　所

（集団健診）

東 中 公 民 館
十津川村住民ホール
十津川村住民ホール
十津川村住民ホール

平谷地区生活改善センター
平谷地区生活改善センター
北 部 保 健 セ ン タ ー
北 部 保 健 セ ン タ ー
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と
つ
ワ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
の
報
告
で
す
！

自
然
体
験
プ
ラ
ン

商
品
に
な
っ
て
観
光
客
に
と
っ
て
の
定
番
商

品
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、も
っ
と
さ
つ
ま
芋

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
は
生

産
者
の
み
な
さ
ま
に
さ
つ
ま
芋
の
栽
培
を

お
願
い
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
芋
だ
け
で
な
く

他
の
野
菜
で
も
、そ
う
い
う
状
況
に
な
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

　

既
存
商
品
と
し
て「
ゆ
べ
し
」を
チ
ー
ズ

と
セ
ッ
ト
で
試
食
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
組
み
合
わ
せ
最
高
」と
大
絶
賛
で
し
た
。

　
「
ゆ
べ
し
」は
そ
の
ま
ま
で
も
お
い
し
い
で

す
が
、観
光
客
に
と
っ
て
興
味
を
も
っ
て
も

ら
い
口
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、食
べ
方

の
提
案
は
す
ご
く
大
事
だ
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

　

と
つ
ワ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
新
商
品
だ
け
で

な
く
、既
存
商
品
も
出
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
タ
ケ
ノ
コ
狩
り

プ
ラ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

猪
が
荒
ら
し
放
題
の
竹
林
に
柵
を
め
ぐ

ら
し
タ
ケ
ノ
コ
を
守
り
、参
加
者
に
掘
っ
て

も
ら
い
、堀
り
た
て
を
湯
が
き
、旬
を
そ
の

ま
ま
食
べ
る
プ
ラ
ン
で
す
。
こ
の
結
果
は
、

次
回
村
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

谷
瀬
で
と
れ
た
さ
つ
ま
い
も
を
丁
寧
に

濾
し
、ぷ
り
ん
に
し
て
十
津
川
温
泉
で
蒸
し

焼
き
に
し
た『
さ
つ
ま
い
も
プ
リ
ン
』。　

　
「
さ
っ
き
食
べ
た
ら
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
い

し
か
っ
た
！
」と
後
か
ら
ま
た
大
量
に
買
っ

て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

十
津
川
は
急
斜
面
の
畑
が
多
く
、水
は
け

の
良
い
土
地
は
芋
類
が
お
い
し
く
育
ち
ま

す
。
八
つ
頭
の
プ
リ
ン
も
た
だ
今
試
作
中

で
す
。

　

お
も
な
原
材
料
は
す
べ
て
村
で
と
れ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
ま
だ
ま
だ
足
元
に
あ

る
も
の
か
ら
素
敵
な
商
品
が
生
ま
れ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、「
さ
つ
ま
い
も
ぷ
り
ん
」が
人
気

　

し
い
た
け
を
ま
る
ご
と
１
個
使
っ
て
揚

げ
た『
し
い
た
け
爆
弾（
コ
ロ
ッ
ケ
）』。
十

津
川
と
言
え
ば
し
い
た
け
で
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
を
使
っ
た
ガ
ト
ー
シ
ョ

コ
ラ
で
十
津
川
産
柚
子
果
汁
を
入
れ
た『
チ

ョ
コ
柚
子
』。
こ
れ
ま
た
十
津
川
と
い
え
ば

柚
子
で
す
。

　

４
月
１
日
、ホ
テ
ル
昴
芝
生
広
場
で
の
と

つ
ワ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
開
始
前
か
ら
大
勢
の

方
が
集
ま
り
、開
始
30
分
で
ほ
と
ん
ど
の
商

品
が
売
り
切
れ
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
来
ら

れ
た
方
に
は
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
、反
省

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
と
つ
ワ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

新
登
場
し
た
商
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域雇用創造協議会事務局

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

（
第
17
回
）

（
第
17
回
）

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

十津川村小原225-1
十津川村役場観光振興課内
電話：0746-62-0004
   （内線：235・236・237）

【発信】

チョコ柚子 しいたけ爆弾（コロッケ）

さつまいもぷりん
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おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

東　トクエ
大畠　　滿
東 　 町 子
桝谷　末子

93
91
81
78

16
16
21
23

歳
歳
歳
歳

4月
4月
4月
4月

日
日
日
日

（高　滝）
（小山手）
（池　穴）
（今　西）

おめでたおめでた
森　　龍星 4月8日
父：操織　　母：恭子　（上野地）

（りゅうせい） 　

鎌倉孝志郎 4月9日
父：孝誠　母：由美子　（滝　川）

（こうしろう） 　

前野　智道 興梠　聖子
温井　怜磨（那知合） 中　　郁子（桑　畑）

ご 結 婚ご 結 婚
愛須　未彩希ちゃん（平谷）
（５月２１日生まれ・満１歳）
元気いっぱい遊んで
笑ってね♪

父…英充　　母…奈美

み  さ  き み  ゆ

中村 心優ちゃん（滋賀県草津市）
（５月１９日生まれ・満３歳）

じぃじと一緒に
　　　遊んでね☆

祖父…岡下 龍歳 祖母…寿子
（谷瀬）

西　かんなちゃん（上湯川）
（５月12日生まれ・満1歳）
いつも、笑顔を　　
　　　　ありがとう☆

父…竜一　　母…美紀

まだまだ若い者には負けやぁせん！

消防団新入団員紹介

栗栖　秀松さん （87歳） 大字平谷
くりす ひでまつ

4月2日に村消防団の入団式
が住民ホールで行われ、４人
が入団しました。
（写真左から）
上谷　直子さん（第5分団）
伊東　純一さん（本部分団）
山下　将樹さん（本部分団）
浦　　健太さん（本部分団）

●家具類の転倒・落下防止はなぜ必
要なの？
　大きな地震では、家具類の転倒・落
下などによる負傷者が、全体の約３割
から５割を占めています。
●まず、安全空間の確保
　室内の家具の置き場所や置き方を
見直しましょう！
■チェックポイント
□寝室・幼児・高齢者のいる部屋に家
　具を置いていませんか。
□部屋の出入口付近や廊下階段など
　に家具類を置いていませんか。
□火気の周辺に家具を置いていませ
　んか。
□家具の上にガラス製品など落下する
　と危険なものを置いていませんか。
□重いものを下のほうに収納し、倒れ
　にくくしていますか。
□前のめりより、後ろもたれ気味に家
　具を置いていますか。
●転倒防止器具で固定する
　適切な転倒防止器具を選んで、正し
く取り付けましょう。器具はホームセ
ンターなどで販売されています。実際
の家具などの固定にあたっては、器具
の購入先や工務店、専門業者などに
相談しましょう。

●こんなところも忘れずに！
　家の中を見回すと、地震の際に危険なのは家具だけではありません。下の
図を参考に、対策を行いましょう。●窓や食器棚などのガラスの飛散防止●照
明器具などの落下防止●ビンなどの落下防止●テレビ、冷蔵庫、電子レンジな
どの家電製品の転倒・落下防止
●防炎カーテンの使用など

　若いころは、終戦の日に東京で天皇陛下の警
備をしていたことを思い出します。現在は、老人ク
ラブの活動でゲートボールやカラオケなど楽しん
でいます。大勢で賑わう場所が大好きです。花の
観賞も大好きですよ。

家具類の転倒・落下を防止しよう！

ぼうさい No.2

（参考：東京都総務局総合防災部発行リーフレット）

開き扉ストッパー

開き扉ストッパー

ベルト式器具

家具転倒防止器具

ポール式器具

ストッパー式器具

防災カーテン

チェーン式器具

家具転倒防止器具

つり下げ式
照明器具の補強

ビン類落下防止

家具連結器具

ガラス拡散
防止フィルム

関西社協コミュニティーワーカー協会

男

男
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　新緑がまぶしい季節になりまし
た。暖かくなり始めた４月の半ば、村
内を車で走っていると道路や田ん
ぼの畦に、ヘビを見つけました。ヘ
ビと聞けば気持ち悪いと思われる
かも知れませんが、季節感が感じら
れ、なんだか心までほんわか暖かく
なりました。
　５月４日の石楠花まつりでは午
前は肌寒く午後は温かい日となりま
した。ここ最近大気の状態が不安定
ですが、四季がある日本、また十津
川村ならではの景色や催しなど、い
ろいろな角度からみなさんにお伝え
できればと思います。            （R・M）

　夜明けの時間が早くなり、朝の散
歩が気持ちいい季節になりました。
と思いきや、５月５日に訪れた石楠
花まつりの会場では早くも蝉の鳴き
声が届いてきました。役場でも例年
より早い今月から10月の末までノー
ネクタイなどのエコスタイルが行わ
れます。昨年以上の節電が求められ
る今夏、自宅で埃をかぶった昨年に
買い揃えたヨシズやスダレの出番
がそろそろやってきそうです。
　庭に揚げていた鯉のぼりを降ろし
た夕暮れ時、近所から届く下刈り機
の音と草の匂いが初夏を感じさせ
てくれました。                       （Ｙ・Ｔ）

●世帯数　1,962世帯（＋12世帯）

●人　口　3,930人（＋4人）

【平成24年5月１日現在  （　）は前月比】

男性 　1,971人（＋24人）／女性　1,959人（－20人）

紀伊半島大水害の記録を後世へ。記録誌への投稿を募集中。
村では、5月2日から10月31日までエコスタイルを行います。

お父さんと一緒にもちつき体
験。石楠花まつりの会場で。

救急車の呼び方
１ 救急であることを伝える
消防署へ通報後、まず「救急です」と伝えて下さい。

２ 救急車に来てほしい住所を伝える
住所は、必ず市町村名から伝えて下さい。
住所が分からない時は、近くの大きな建物、交差点な
ど目標になるものを伝えて下さい。

３ 具合の悪い方の症状を伝える
最初に、誰が、どのようにして、どうなったと簡潔に伝え
て下さい。
また、分かる範囲で意識、呼吸の有無などを伝えて下
さい。

４具合の悪い方の年齢を伝える
具合の悪い方の年齢を伝えて下さい。
分からない時は、「60代」のように、おおよそでかまい
ませんので伝えて下さい。

５ あなたのお名前と連絡先を伝える
あなたのお名前と通報後も連絡可能な電話番号を伝
えて下さい。
場所が不明な時などに、問い合わせる事があります。

６ 救急車が必要でない場合は病院を紹介します。
病院での診察が必要であるが、軽症のため、救急車が
必要でない場合は消防署で病院を紹介します。
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場所：十津川村住民ホール
主催：テーネクライス十津川村復興支援
　　  コンサート実行委員会
バイオリン、チェロ、ピアノ、リコーダーが奏
でる四重奏やメゾソプラノの独唱。四季の
曲メドレーやジブリメドレーなど誰もが楽
しめる曲が満載。ぜひお越しください。
※テーネクライスはドイツ語で「音の輪」

内容  黙祷、あいさつ（お礼・決意表明）、感謝状贈呈、復興計画の説明など
みなさんのご来場をお待ちしています。（お車は役場へ。会場までは徒歩となります）

６月２日（土）
12：30開場／13：00開演

時間  午前10時～11時半　／　会場  十津川中学校体育館（大字小原）

５/19日（土）　紀伊半島大水害復興大会
～感謝と復興への弾みを込めて～

（90分予定）
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